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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
宗谷総合振興局森林室、専門普及指導員の平瀬と申します。

本日は、「地域との合意形成は対面から！！」ということで
普及指導員となって４年目の私が、業務の中で気づいたことや、感じたことを報告します。
どうぞよろしくお願いします。

０：２０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回の報告の構成です。
宗谷管内の概要、背景・問題点と課題、取組内容、成果と今後の課題、
これからの展開の順でお話していきます。
０：３５
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず宗谷管内の概要についてです。
宗谷管内は、北海道の北部にあり、利尻島、礼文島を含めた１市８町１村となっています。

０：５０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、森林・林業の現状です。
左のグラフは、国有林を除いた、一般民有林の林種別面積の内訳で、
森林面積は１５万７千ヘクタールのうち、天然林６５パーセント、
人工林２９パーセントとなっています。

右が人工林の樹種別内訳で、
面積４万５千ヘクタールのうち、トドマツ５３パーセント、
アカエゾマツ中心のその他針葉樹が３６パーセント、
カラマツ７パーセントとなっています。

１：３０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
林業経営の現状ですが、
森林所有者は、３，９００人で、その内所有面積５ヘクタール未満が約６０％となっています。
管内の森林組合は４つです。

登録林業事業体は、３４社。
工場の数は、製材工場２社、プレカット工場１社となっています。

２：００
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは本題の「合意形成は対面から」という事で
なぜ、対面でのコミュニケーションが大事かと思ったのか、
普及指導員として何ができるのか？という視点でお話していきます。

まず、取り組みの背景・問題点としまして、
スライド左から背景の１つ目の、「コロナ禍による対面機会の減少」があり、
問題点として、この期間は、メールや電話での連絡が中心になり、背景や温度感が伝わりにくいこと。

２つ目に、「短期間での人事異動」があり、
これまでに築き上げてきた関係性や、合意形成が振り出しになること。

背景の３つ目として、「担当業務が広範（こうはん）に及んでいる」ことで、
林業の知識や技術の習得に多大な時間と労力を要していること。

この３つの問題をどうしたら解決出来るのか私は考えました。

３：００
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先ほどのスライドの背景、問題点に対する課題ですが、

１つ目が「対面を重視した関係づくり」としまして、
電話やメールでの連絡を活用しつつ、定期的な訪問により、対面でのコミュニケーション機会を確保していくこと。
　
２つ目は、「短期間での信頼構築」としまして、
新たな市町村担当者が着任した直後から集中的にコミュニケーションを図り、早期に信頼関係を構築していくこと。

３つ目は、「研修会と巡回指導」としまして、
定期的な研修会の開催により、知識の習得を支援すること。
また、個別の巡回指導では、各市町村や森林組合等に、具体的な課題に応じたきめ細かな技術指導を実施していくこと。

実際の取組にあたっては、市町村、森林組合など林業関係者の方々と、「対面でのコミュニケーション」　による合意形成を進めていくこととしました。

４：００
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先ほど「林業普及指導員として何ができるか？」とお話しましたが、北海道林業改良普及協会、現在の北海道森と緑の会が発行している
セミナーテキストに感銘を受けた一文があったので、ここで紹介します。

「普及とは」・・・
人間が相互に作用しあって良い方向に変化すること。

気持ちを伝えるには、言葉だけでは不十分で、
頭を下げる姿、相手の言い分を本気になって聞く態度が重要。

電話は便利だが限界がある。

という事が書いてあり、まさに今回の問題点の解決に繋がると確信しました。

４：５０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここから、令和4年から7年に取り組んだ内容について報告します。�
まず、市町村への支援は、132回行いました。
主な内容としては、森林整備計画の策定・変更支援、
造林補助事業に関する標準地調査の支援など、
制度と現場をつなぐ役割を意識して対応しました。

森林組合への支援についても同様に、116回行いました。�主な内容としては、森林経営計画の作成・変更・実行管理を中心に、�補助事業対応や研修会を通じて、実務を一緒に考え、悩む姿勢を大切にしてきました。
�こうした取組を通じて、現場で顔を合わせる機会を意識的に増やし
「困ったときに声をかけてもらえる関係」を築いてきました。

６：００
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
指導林家への支援は78回行いました。
研修会や先進地視察への同行、木育教室の支援や日常的な相談対応を通じて、�地域林業のリーダー的役割を果たす存在としての活動を後押ししてきました。
この写真の右にうつっている方は、峰友指導林家で、毎年小学校から高校で連携して木育教室を行っています。

青年林業士への支援は、32回行いました。�指導林家と同様、木育教室の支援やスマート林業に関する研修を通じて、�現役バリバリの世代が「教える側」、「発信する側」となり、将来の地域林業を
担っていくことを後押ししてきました。
写真中央赤いジャンバーの方は、平田青年林業士です。

森林管理署とは、17回の連携を行いました。�民国連携による木育教室や研修会を通じて、国有林の先進的な取組や技術を、�民有林側へ橋渡しする役割を一緒に担ってきました。

これらの取組に共通しているのは、�「一度きりの対応で終わらせない」「必ず次につながる関係を意識してきたこと」です。

背景・問題点・課題のスライドでお話しした対面機会の減少や関係構築の振り出しといった
問題に対し、地道に、コツコツと、人と向き合うことを重視して取り組んできました。

７：００
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、令和4年から７年の４年間、合計３７５回の活動を通じて得られた取組の成果ですが

まず１つ目が、問い合わせの電話や来庁者の増加したこと
２つ目が、研修会や会議への参加者の増加したこと
３つ目は会議などでの活発な意見交換がなされたこと

これら成果により、市町村担当者の森林計画制度等への理解力向上、森林組合の森林経営計画の作成能力向上、
指導林家・青年林業士による地域への普及活動の活性化、
森林管理署との林業の最新技術の共有など、離島を含む全域での継続的な支援体制の確立ができました。


７：５０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一方で見えてきた課題点として、
訪問頻度に格差が生じないよう、意識的に訪問機会を増やすとともに、
離島を対象にZOOMなどのオンラインツールを使った会議や打ち合わせをするなどの
取り組みを拡充していく必要があります。

また、素材生産業、製材工場、実際の販売先までのつながりを強化するため、
現地見学会や勉強会を通じた情報共有も必要だと実感しました。

８：３０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これからの展開として、次の３点を取り組んで行きます。

まずは、先ほどの今後の課題とも重なりますが、「対面活動の継続的な実施と質の向上」です。
引き続き対面での信頼関係構築を基本としながら、オンラインでの会議や研修会も活用した効果的な普及指導活動の展開を図ります。

次に、「地域特性に応じた柔軟な支援体制の構築」です。
昨年度より森林室から関係機関の皆様に、行ってほしい研修のアンケートを実施していますが、
今後も要望に応じた研修にし、また、実務に活（い）かせる研修内容にしていきます。

最後に、「関係機関とのさらなる連携強化」です。
川上側と比べて、川中・川下の実態がつかめてないのが現状です。
製材工場が求めている材や、その材がどのような使われ方をするのかなどの現地見学会や勉強会を開催していきます。

９：３０
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上、「地域との合意形成は対面から！！」、と題してお話しをしてきましたが、
真の普及指導活動は、人と人との直接的な関わりから始まります。

最後に、宗谷管内における普及指導の実践を通じて、対面によるコミュニケーションの重要性を再認識しました。
市町村、森林組合、指導林家、青年林業士、森林管理署の皆様、本当に普及指導活動へのご協力ありがとうございます。
これからも、地域の森林・林業の発展のため、顔の見える関係づくりを大切にしながら、一歩一歩着実に取り組んでまいります。

１０：００





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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